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台湾(桃園市・台北市)の英語村
~日本での応用を考える~

大城賢

A Study of Taoyuan and Taipei City English Villages in Taiwan 
For Establishing English Villages in Japan 

Ken OSHIRO 

はじめに

2015年7月 16日から 17日の 2日間、台j去の

台北市及び桃園市に所在する英語村を視察する機

会を得た 1。本稿では、限られた訪問ではあった

が、台湾の英語村の実情を報告し、日本での応用

について検討する。

台湾の英語村を理解するには台湾の英語教育を

理解しなければならない。なぜなら、英語村は台

湾の英語教育改革の1つとして発想されたもので

あり、学校教育との結びつきが強いからである。

そこで第1節においては台湾の英語教育の状況を

概観する。第2節においては快楽英語村、第3節

においては文昌英語村、そして第4節においては

漬江英語村について、その概要と筆者の感想を記

す。第5節においては、韓国の英語村にも言及し

ながら、英語村の4つのタイプについて述べる。

最後に、今回の視察から得られた知見や韓国での

事例を基に、日本における英語村、特に市町村が

設置する場合の英語村について考察する。

本稿の執筆にあたっては、訪問の際に入手した

資料や担当者の説明を基にした。また、各英語村

が公開している公式ウェブページの情報も参考に

した。

1 .台湾の英語教育事情

日本や韓国と同様、台湾においても、 1990年

代より、グローバル化に対応した英語教育の改革

が始まった。改革の理由は、日本や韓国と同じで、
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従来型の「読み・書きJを中心とした指導法ではグ

ローパル化には対応できないというもので、あった。

台湾の英語教育改革は 2本の柱からできてい

る。 1つは小学校で、英語を教科として導入するこ

とであり、もう lつはすべての国民に基本的な英

語力を身に付けさせるというものである20後者に

ついては、本稿の目的から外れるため、言及しな

いが、英語村は前者の小学校への英語教育の導入

という文脈の中で創設されたものである。した

がって、前述したように、台湾における英語村を

理解するには、台湾における英語教育、とりわけ

小学校における英語教育との関連で見ていく必要

がある。

台湾では教育部の規定により、 2001年度より、

小学校5年生からの英語教育が義務化され、 2005

年度には小学校3年生、 4年生へと開始時期が早

められた。教育部の規定が日本の学習指導要領と

異なる点は、台湾の教育規定が必要最低限のガイ

ドラインのようなものであり、地方自治体によっ

て、かなり自由な形で教育課程を編成できるこ

とである。実際、台北市では国の規定によらず、

2002年度から、全市において、小学校 1年生か

ら英語教育を開始している。

台北市を含む3分の lの市・県では、小学校1

年生から英語教育を実施している。実施時間は、

l、2年生は 2時間、 3年生から 6年生は週3時間、

中学校では必修の3時聞に加え、選択必修として

の週1時聞から 2時間の授業時聞が確保されてい
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る3。このことから、什湾においては、英語教育

の質及び量においては、かなりの地域差があるの

ではないかと思われる。したがって、今|旦|訪問し

た英語村は、 台湾全 |二で、展開されていると与える

のではなく、台湾の主要都市の 1つである桃凶市、

及び台北市における事例であることをf解して聞

きたい。

桃園l打は2014年 12)J 25 1二lに桃岡県から 1-1111主

民同行政院の|宣'IQi111 ~こ舛絡した市で、あるO 台湾の

空の玄関uである台湾桃園|五|際空港が所在する市
である。工業が集中している地域で、人IIは約

207万人 (2015年3月)である。人口が最も多い

桃園区(約42万人、 2015年 3)1)をはじめ 13

の区からできている。

今回訪問した2つの英語村は桃園区に所任して

いる。桃園区には 24の小学校があり、快集英語

村は快楽国民小学校 4に附設されている。また、

文目英語村は桃園区の14ある中学校の1つであ

る文昌国民中学校 5に附設されている。

台北市は中華民同の中心再11市で、ある。アジアj国

指の世界都l行でもある。人口は約261万人 (2010

年 11月)で、台北l打には 12の行政区がある。今

回訪問した漬江英語村は、市の中心部である中山

区に所在する涜江国民小学校に付設されている。

中山区には、 11の小学校があり、 潰江IJil民小学

校はその lつである。

2.快柴英語村

快楽英語村の概要 6は以下のとおりである。

目標:英語村は、児童に国際的な視野を与え

るとともに、英語教育と実際の英語休験を

つなぐ環境を提供するものである。授業は

イマージョンの手法 7に基づき計画されてい

る。つまり、外|玉|に滞伝するのと同じ空聞を

作り、山車の英語への興味と白信をつけさせ、

世界的な視野を持たせることである。

英語村の6つのE8

Exploration (探究)

E-learning (e-ラーニング)

Entertainment (楽しさ)

Experience (経験)

Environment (環境)

Ethics (倫理)

施設の特徴

・学校周辺の白然環境と合致するように、緑

化空間を作り、最適な活動スペースが確保

できるようにしている。

・施設は小学校の活力が示されるようなデザ

インとし、多目的で創造的な活動の場とな

るように設計されている。

-児童が活動しやすい設計にし、施設の中で、

相手をいたわる心や、愛情や尊敬の念が醸

成されるようにしている。

英語村の閉村

2007年9月13日に正式に開村し運営が開

始された 90

英語村の運常組織

村長:朱建市校長(小学校長併任)

村主任、総務係、組長、教務、

村幹事、 英語専長持代役、人事係

外|玉|人教師7人(性別:女性1名、男性6、

|五1$7¥:アメリ力、カナダ、南アフリ力、ニュー

ジーランド、学位 :修士 1名、学上6人、

給与 .桃岡市が全額負担)10 

1 11休験プログラムの概要

(1)始めに全休のオリエンテーションを行う。

その後、 10 人程度から構成される A~ H

のグループを作り、グループごとに日課表

に従い活動場所(空港、レストラン、 ショッ

ピング、病院、銀行など)を移動していく。
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(2)参加対象児童は快楽小学校5年生 (10才)

だが、英語村のない学校などの児童も受け

入れている。

(3) 1 FIで体験できるのは4つの活動場所が上

限である。例えばAグループならば「病院」

「商庖(ショッピング)Jr料理Jr空港」と

つつある Content-based12の手法とは表面上は似

ているが全く異なるものである。筆者としては、

むしろ Content-basedにしたほうが、児童の興味

や英語力の向上という点からは効果的ではないか

と与えている。

いう 4つの教室で学ぶことになる。 3.文昌英語村
(4)参加児童は入村前にネットなどで内容を確

認することができる。

(5) 1日体験では英語力を上げるというよりも、

児童のモティベーションを上げることが目

的である。

(6)児竜だけでなく地域の人々にも開放されて

いる。

(7) 1自体験以外にも summercampが用意され

ている。

筆者の訪問時にはドラマ教宅と理科教室で体験

活動が行われていた。 ドラマ教室では 101"1ほど

の児童がネイティブの先生と一緒に劇のセリフを

練習しているところで、あった。長めの英語の文章

をすらすら音読していた。また、理科教室では同

じく 10名ほど、の児童が体験活動を行っていた。

英語村では、どこでもそうであるように、外同

の施設を模したレス トランや病院などで英語を実

際に使う模擬体験をすることができる。担当者の

説明によると、あくまで英語のモティベーション

を高めることがH的であり、英語そのものの力を

上げることは意図されていない。どちらかという

と、党えてきたダイアローグをネイティブの先生

を相手に使ってみるという活動が主となっている

ということであった 11。児童にとっては 「一度体

験すればそれで終わり」ということになっていな

いか、実際の授業をさらに詐しく見ていく必要が

ある。

理不|室では理科の授業が行われているようで

あったが、担当者の説明によると、理科の内容を

教えている訳ではなく、ネイティブの先生も理科

の先生ではないということであった。それでは何

をしているかということになるが、たとえば人休

模型を見ながら、人体の訴訟を党えるというよう

な活動が主になっているというととである。詐し

くは後述するが、これは外国語教育で主涜となり

文日英語村は文目同民中学校に敷設されている

英語村である。生徒数の減少とともに、空き教室

となった施設を改築して英語村にしたというとと

であった。文目英語村では、質疑応答の時聞が確

保できず、施設を回りながらの聞き取り調査と

なった。以下は文昌英語村の公式ウェブページ 13

からの情報である。

<経緯>

・行政院は、現在の台湾の英語学習が文法重視に

なっているため、読解能力はあっても実際に英

語で会話する能)Jに大きな課題があるとの認識

から英語教育の改革に乗り出した。

. 2002年に英語教育の改革目標を設定し2008年

度の実施を|三|指す乙ととした。

-改革の 1つに英語環境を作って英語を話す恐怖

心を打ち破ることが大切と考えた。

・':1l，ltslは近年国民の英語の水準を高めるために力

を尽くしており、最近では、巨額の資本をつぎ

込んで英語村を建設している。そこで、桃園市

教育局は文昌国民111学校を選定して、規模は韓
|五Hこ及ばないが、健同の英語村を模して、 国民

11'学校に英語村を敷設することにした。
-学校長や主任、そして教師で作る視察団を構成

して、緯同のSeoulEnglish Village、Seongnam
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English Town (SNET)、およびGyeongiEnglish 

Villageを視察した。

<目的>

1.英語を話す実際の環境を作り、 小学生及び中

学生の英語能力の向上及び英語への興味をl喚

起する。

2.外同の環境を模した教室の仁11で、現実に近い

生活体験をさせ、学習者を奮い立たせて英語

への興味と関心を高める。

3.直接的で実際に近い経験を通して、積極的か

っ自発的に英語を学ぼ、うとする学習者を育成

する。

4. 英語の環境を作ることにより 、 桃園市の小I-I~

学生の英語能力を高める。

5.実際に海外で研修するとなると費用は高額に

なる。英語村を活用することにより、 研修費

用を安くすることができる。

<設備>

1. 当校の科学のピルの 1 ~ 4階(地下室を合む)

を英語村の施設に改築する。

2.外国の環境を模した教宅を8つ。展覧室1つ、

レス トラン1つ、事務宅1つを設置する。

3.経質は県や府のネ!日日VJ及び企業からは教室環境整

備の補助を受ける。

<人員>

1.村長1人、主任1人、行政の組長1人、課程長

1人、貞任者1人。

2.外国籍の教師7人を任命して、英語村の教育を

担当させる。

<年表>

・2006/04:同際英語村の設立記者会見
.2006/05 :韓国英語村調査

.2006/08 :国際英語村設置準備会議

.2006/08・外国籍の教自rliの契約烹の内容の検討

.2006/11 :国際英語村開村についての会議

.2006/11 :桃園国際英語村文H村の規則の検討

.2007/01 :外国人教師のl面接

. 2007/11 :文昌英語村の開村

文昌英語村でも、快楽英語村と同様、近隣の小

学校の児竜を招いて 1日体験プログラムなどを実

施している。施設(空港や銀行など)の種類は前

述の快楽英語村とほぼ同様のものであった。唯一

見なる点は、快集英語村には図書室があったが、

ここには設置されていなかった。

ネイティブの先生の 1人が私たちを児童に見立

てて、空港教室の活動をデモンス トレーションし

てくれた。チェックインから始まり、セキュリ

ティーチェック、搭乗、着席、飲み物サービス、

機内アナウンスなど、 一連の涜れを僅かだが体験

することができた。担当者との立ち話で児童が

もっとも椛り上がるところはどこかと訊ねたとこ

ろ、緊急脱山に使う11見山用スライド(実際は滑り

fiのようになっている)だということであった。

半分は冗談だと思うが、もし仮に滑り台を楽しむ

だけの施設であれば、もったいない話である。実

際に児竜が活動する場面は観察することが出来な

かったので、児童の様子がどのようなものなのか

は必像するしかない。11本では小学校の児童を活

動させることは難しい場合が多く、外国人教師だ

けでは児童の指導が難しいことが報告されてい

る。施設内で英語を使うとういことよりも、施設

内で“遊ぶ"ことがないようにする必要ーがある。

また、外同人教師には、集巾力が短い児童を指導

することが可能な指導技術が必要であろう。

凶みに、案内をしてくれたネイティブの先生に、

中学生もこの施設を利用するのか訊いてみた。中

学生もこの施設を利用するが、中学生には、この

ような施設を使つての活動は(子供じみていて)

難しい、ということであった。

4.漬江英語村
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漬江英語村の概要 14は以下のとおりである。

ビジョン

・英語環境を提供し、英語教育を推進するとと

もに、国際的な視野を持ち、世界に通用する

児章の育成に役立てる。

-海外の英語環境を模した教室環境を提供し、

児童が英語のみで生活する体験を保障し、英

語の能力の向上に資する。

・台北市の英語村センターとしての役割を果た

し、英語の授業やカリキュラムの開発などに

貢献できるようにする。

設置目標

・漬江小学校の児童に英語を学ぶ環境を提供し、

彼らの英語への興味を喚起し、国際的視野を

広げる。

・第二言語教育分野の専門家のネイティブス

ビーカーを採用し、授業などを公開すること

により、台北市の小学校英語教員の授業力の

向上を図る。

-他の小学校の児童を受け入れ、彼らにも英語

教育環境を提供する。

-外国人教師の採用、雇用、配置などのモデル

的な役割を果たす。

・英語教材、とりわけマルチメディアやインター

ネットを使った英語教育を率先して行い、英

語教育における rrの活用を促進する。

活動

・英語村では英語のみの会話を行う。

-英語村の教室環境は全て実際の外国の環境を

模している。

-台北市の小学校英語カリキュラムに基づき活

動を行っている。

教材(教室)

・教材(教室)は2種類からなっている。 1つは

レクレーション的な教室で、もう 1つは家庭

生活と関連した教室である。

・レクレーション的教室は交通ゾーン、ホテル、

キッチン、レストラン、世界の窓、そして英

語館である。

Q
U
 

F
O
 

-家庭生活的教室はスーパー、体育館、理科室、

美術教室、ホームタウン、病院などである。

・生活場面は家庭生活と関連しているので児童

は実際の家庭環境を模した教室で英語を使う

体験をしていく。

指導者

3人の外国人教師と 3人の台湾人教師がいる。

全員有資格者である。

施設利用者

台北市の全小学校の児童を対象としている。

事前に予約が必要である。最大70人の児童が一

度に授業を受けることができる。

利用方法

オンラインで受け付ける。オンライン上で希

望する曜日に空席があるかどうかを確認。空席

があれば、在籍する学校の承認を得てファクス

で申し込む。その後、電話で確認。

活動内容・方法

他の学校からの訪問受講の場合はクラスを2

つに分ける。プログ、ラムに沿って児童は異なる

複数のsituations(場所)で体験を行う。授業は

ネイティブと台湾人教師によって行われる。児

童は体験を行う前にオンラインで事前学習を行

う。クラスによっては通常の英語の時聞に事前

学習を行う場合もあるが、児童が個別に学習す

る場合もある。オンラインでの学習は、アニメ

のキャラクターなどが登場し、児童の興味を引

くものになっている。児童は数名のグループに

分かれて場所を移動する。体験活動が終わると、

児童は再びオンライン上で復習を行い、テスト

を受けることになっているヘ何度もウエブサ

イトを訪問することにより、学習が進み英語力

を向上させることができる。それぞれの教室で

上手く活動を行えばポイントが貰える仕組みに

なっている。活動ポイントによってクラスで表

彰され賞品が貰える。

その他事項

交通費や保険はそれぞれの学校で負担する。
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児童は飲み物(水)と鉛筆を持参する。

英語村の週間スケジュールを見ると、月曜日は

教材作成日である。火曜日と木曜日は他の学校の

児童を受け入れる日である。月曜日の午後、そし

て水曜日、金曜日が漬江国民小学校の児童の活動

日である。漬江国民小学校では通常の英語の授業

週3回、英語村での授業が週2回行われている。

漬江国民小学校の児童は、期末にはオ←ラルテス

トを英語村の先生と 1対1で行う。筆記テストは

通常クラスで行っている。

漬江英語村からは、これまでの成果をまとめた

報告書とレッスンプランが書かれた冊子を入手し

た。報告書には「百leoutcome and lesson plan of 

Situational Learning16 at Binjiang English Village 

in Taipei City (下線筆者)J と記されている。快

楽英語村では指導理念を“immersion"としてい

たが、ここでは“immersion"という用語は担当

者の口からも一度も聞くことがなく、また、印刷

物の中でも、一度も使われていない。同じ英語

村でも、指導理念が異なっているように思われ

る。ちなみに、 SituationalLearning (=Situational 

Approach)は、状況や場面を中心に教材の選択、

配列、提示を行い、英語力を養う方法である。「税

関にてJ1"銀行にてJ1"駅にて」など、学習者が実

際に遭遇しそうな場面や状況を設定し、これらを

柱としてシラパスを編成する。状況シラパスの問

題点としては、文法を体系的に教えることが困難

なこと、状況を適切に選定し、配列する方法が確

立されていないこと、などがあげられている。さ

らに、特定の場面で典型的に使われる表現は身に

ついても、状況の違いを越えてこれらの表現を創

造的に使う能力が育たない傾向があることも指摘

されている 170

漬江英語村の説明において興味深かったのは、

通常の授業(週3時間)と、それに組み込むよう

な形で英語村での授業(週2時間)が設定されて

いることである。残念ながら、通常のカリキュラ

ムと英語村での体験がどのように関連しているか

については、時間の制約もあり質問することがで

きなかった。

英語教育の指導法としては、伝統的には文法を

コミュニケーションとは切り離して教えてきた。

170 

実際に使う場面に遭遇したら、文法の知識を使っ

て、コミュニケーションが可能であろうと考えた

のである。しかし、現実にはそうならなかった。

そこで、現在ではコミュニケーションを体験させ

ながら、文法を指導する方向に指導法が大きく転

換している。文法とコミュニケーションは切り離

して教えた方がよいのか、それとも一緒に教える

べきなのかについては、いまだ多くの研究者や実

践者の間で議論が続いている。漬江国民小学校の

英語の授業は参観していないのでよくわからない

が、文法は通常の授業で行い、コミュニケーショ

ン活動は附設の英語村で行うということかもしれ

ない。日本の英語教育は文法とコミュニケーショ

ン指導の分離型から、文法とコミュニケーション

の一体型ヘ大きく舵を切っている。どちらのほう

がより効果的なのかという点からも、演江国民小

学校の英語教育は興味深いものである。

5.英語村のタイプ

英語村はいくつかのタイプに分けることができ

る。 1つ目は、今回の視察でみたような小学校附

設型、 2つ日は韓国の京畿英語村のようなテーマ

パーク型、 3つ目は江原道英語村のような教員研

修中心施設型、 4つ日は釜山にある BusanGlobal 

Villageのような市民開放型である。以下、この4

つについて、その特徴を記す。

(1)小・中学校附設型
今回視察した英語村は2つが小学校に附設、 1

つが中学校に附設している。中学校に附設されて

いる文目英語村の場合は生徒数の減少によって空

き教室が出たために空き教室を活用したというこ

とであった。利用者は、どちらかというと近隣の

小学生が多いようで、あった。中学校へ附設する積

極的な理由があったのかどうかは確認することが

できなかった。

英語村の設置は小学校への英語教育の導入と大

きく関係している。前述したように、台北市及び

桃園市では、小学校1、2年生は2時間、 3年生

から6年生は週3時間の英語の授業を行っている。

総時数で考えると 6年生までには455時間の学習

時聞がある 180 これは日本の中学生の3年間の総
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時数420時聞を越えるII，y間数である。漬江|玉|民小

学校の場合は、 通常の段業で3時間、そして児訪

村での授業がさらに 211日目!ということであるの

で、小学校卒業段階で既に11木のrll学校の総時数

をはるかに越える 7321時間の英語学問が行われる

ことになる。

筆者らが参観した快楽英語村ではたまたまドラ

マの授業を行っていて、児童は比較的長い文市を

すらすら読んでいた。 口木は小学校 5 年~6{1三の

児童を対象に、外国語活動が週 1時間導入された

ばかりである。しかも教科とはなっていない。仁|

本の小学生と台北市 ・桃園l行の小学生で、は、英語

力という点ではかなりの差があることが符易に予

恕される。しかも、台北"1や桃悶rI"iは前述したよ
うに、台湾のl:j-I心郡市で、アジア屈指の世界再lirii

ともいわれている。桃岡国際空港の巨大さを見る

と、アジアピジ、ネスの拠点の1つになっているこ

とが実感できる。両市における小学校への英語教

育の導入は、台湾のどの地域よりも早く実施され

た。それは、岡市における、経済、社会面の急激

な変化が背景にある。そして、その延長線Uこ英

語村が創設されている。

日本の場合は、小学校の英語教育は台湾や附玉|

よりも 10年以上の遅れがあると言っても過言で

はない。11本の場合、 1>1時点では5、6年で週1

時間の授業時数である。しかも教科ではなく領域

である。2020年頃には小学校高学年で、の外同語

活動の教科化が予定されているが、おそらく、 3

~ 4 年生で 1 時間程度、 5 ~ 6年生で 211寺 17'd程度

ということになるのではなかろうか。11木の場合、

英語に対する必要性や緊急性の認識は台湾や憐1r，1

と比べて低い。11本では小学校への附設型の英語

村を創設するには、まだまだ機が熟していないの

ではないかと忠われる。

(2)テーマJ¥ーク型
韓国には学校英語教育の補完、グローバルな人

材の育成、英語能力の向上を目的とした英語村が

同内に 30カ所ほど、設置されている。111でも最大

級の英市村がソウルの北丙にある京畿英語村(パ

ジ、ユキャンプ)である。2006年にオープンした。

ソウルからは~þ:で 1 時間 30 分ほどのところにあ

る。

京畿英語村は広大な敷地に建設されている。空

港を脱した入円があり、出入国務査も体験できる。

人村すると、イギリスの(l城をイメージさせる建

造物がある。その他、|決阿館や，'i-J万、レストラン、

そして展示館や|呼物館まである。実際に|快固を観

ることができ、本も民うことができる。レストラ

ンでは食事もできる。もちろん宿泊施設もある。

敷地内を巡る路面屯rl1も占っている。

ゐ在将が訪問した 2008年当lI;yは100人ほどのネ

イティブスビーカーが施設内で働いているという

ことであった。ここでは、 1日体験プログラムか

ら、 1週間プログラム、 1ヶ月プログラム、その

ほか特別プログラムなど、幼児から大人まで、あ

らゆるニーズに対応できるプログラムがある。商

業ベースで連常されている。このようなテーマ

パーク砲は、英語教育の観点だけではなく、経営

的に成り立っかという点カ、らの検討も必要であ

る。

(3)教員研修中心型英語村
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宅者は2007年以来、数回にわたり、韓凶江原
道を訪問した。江原道には道立のGILI(Gangwan 
International Language Institute :江原道同|燦言語
学|坑)という教員研修施設がある。英部村は、こ

のGILIに附設されている。GILIの歴史は浅く、
前身は2006年4月に聞所された江原学生トレー
ニングセンターである。江原学生トレーニングセ

ンターは主に学ノ七の英語集rl'キャンプなどを実施
してきた。それが2009年3凡111より教員研修
を巾心とする江原道外凶語学院として生まれ変

わったのである。本稿では、詐しく述べる紙l隔は

ないが、以下のような様々な研修が行われている。

(a)英語教師集'11(i)f修(術的:1玉H人l研修4か凡
+海外研修2か)J)

(b)英語教師集巾英語研修プログラム(オン

ライン :同内5ヶ月+海外研修 lケ)-J)

(c)英語教師集中研修プログラム (1宝|内3ヶ月

+海外3ヶ凡)

(d)小学校教師のための英会話研修

(e)仁|二l等学校教師のための英会話研修

(f) EPIK-Co-Teachers' Joint Training 

(g)教師と学生による外国語体験プログラム

(h)英語パスプログラム 19

(i)大学生の英語体験プログラム

このように教員研修を中心としながら、夏休み

期間中は児童生徒向けのサマープログラムなどを

実施している。児童生徒とともに、教員も参加す

るところが特長である。

市告は英語の授業改斧には英語教fjfliの英語)J向
上が鍵であるという観点から、この施設に大変興

味を持っている。GILIは、 もともと 円本のどこ
にでもある県立教育センターの l教科である英語

科が、県立教育センターから独立したようなもの

である。韓国では、英語の重要性が国民的コンセ

ンサスを得ていることがわかる。他教科を全て束

ねても英語教員研修にかける予算のほうがはるか

に多いという担当者の言葉が印象的であった。日

本においても、そろそろこのような施設が検討さ

れても良いかもしれないが、英語教員の研修にど

れだけの予算を確保できるかが鍵になってくるだ

ろう。

(4)市民開放型

前述したように時間には大小を合わせて30ほ

どの英訊村がある。施設維持などでは、 厳しい状

況にある施設も少なくない。しかしながら、 2009

午にオープンしたBusanGlobal Village (釜山グ
ローパルビレッジ)は、成功型の英語教育施設と

言われている。筆将も 2012年に訪問する機会を
得た。

施設ILI体は他の英語村とほとんど変わらない。

空港や人|玉|審査の施設、銀行やレス トランや

ショッピング施設などで、海外での生活を疑似体

験できる。英語ネイティブと英語が堪能な韓国人

講師50人ほどが働いており、それぞれのプログ

ラムを相判している。

成功している理111はいくつか与えられるが、筆

者は以下の4点が成功の要閃ではないかと考えて

いる。

(1)ドーナツ化現象で、児屯数が減っていった市内

の小学校を樫開し、その1つを英語教育施設

に造り答えた。釜山市が直接の運営主体とな

り、市教委が連供してプログラムを運営して

いる。「全ての市民、全ての児童生徒のため

の施設」という意識が強い。

(2)釜iJl・阿|面エリアにあり、 地下鉄など公共交

通機|却を使ったアクセスが可能である。立地

条件がよく、 di民が利用しやすい。京畿英語
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村(パジ、ユキャンプ)がソウル市内から 1時

間30分もかかることを考えると便利さが実

感できる。市の中心にあるために、周りの小

学校が 1日体験などで活用しやすい。

(3)幼児から社会人まで釜山市民向けの多彩な学

習プログラムが用意されている。市民は気軽

に英語力の向上のために利用することができ

る。税金を使うことに市民の理解が得やすい。

(4)施設内に EnglishLibraryが設置されている。

幼児から大人まで、自由に利用できる英語の

書籍が備えられている。ビデオ学習をはじめ、

自己採点ができるコンビューターによる英語

力判定テストも受けることができる。自己採

点をしたあとに、自分の英語力に見合った英

語の本を読んだりできる。自分が受ける学宵

プログラムを選ぶ際の参考にもなる。

この施設には宿泊所も完備されている。釜山市

内の小中学生をはじめ、日本の小中学生も受け入

れている。

6.市町村レベルでの英語村の検討

英語村にはいくつかの型があることを述べた。

市町村レベルでの設置をめざすならば、(1)型は、

機が熟していないこと、 (2)型は設備が大規模過

ぎること、 (3)型はむしろ県レベルで考えるべき

であることなどから、 (4)型を基本形にすべきで

はないかと考えている。

筆者は、プログラム重視型の市民交流広場とし

ての英語村を提案したい。プログラム重視型とい

うのは、ハード面よりもソフト面を重視するとい

うことである。幼児から大人までを対象とした

様々な外国語学習プログラムを用意し、施設での

体験・学習にとどめず、例えば地域のインターナ

ショナルスクールや大学で学ぶ留学生や地域在住

外国人の活用などを組み込み、外国語学習及び異

文化体験学習としてのプログラムを作成する。ま

た、市民が気軽に異文化体験、異文化交流ができ

る広場として、児童生徒に限定せず、一般市民も

気軽に利用できる施設を目指すのである。

今回の訪問で驚いたことの lつが、桃園国際空

港の巨大さである。空港はその地域の経済規模を

表している。桃園国際空港はアジアのハブ、空港と

しての役割を果たしており、この地域の経済面で

の外国との結びつきが強いことを実感させられ

た。そのような環境の中ではコミュニケーション

ツールとしての英語が求められており、英語教育

に対する意識が高いことは容易に想像がつく。

日本では、経済界の危機感とは裏腹に、教育現

場では、まだまだ、「英語がツールとして使われ

る時代になる」という認識は低い。しかしながら、

今後は、日本もグローバル化が一層進んでいくこ

とが予想されている。

そのような中、特に筆者の居住する沖縄県は、

アジアのゲートウェイとしての役割を一層果たし

ていくことが求められるだろう。また、物流の交

流拠点としての位置づけが期待されている 200 国

内外からの観光客入域者数も増加の一途を辿って

いるヘ那覇空港ターミナルのこの 10年の拡張

整備の状況を見れば、そのことを実感できる。

今後は一層、異なる言語や文化の人々と交流し

ていくことが求められていくだろう。人と交涜し

なくても生きていけるかもしれないが、仲良くな

ることはない。平和な世界をつくるためにも、こ

れからの社会を担う児童生徒には、積極的なコ

ミュニケーションの態度や能力を身に付けさせる

ことが必要である。

ヨーロッパの歴史をみると、彼らは隣国同士で

ありながら、血で血を洗う戦争を繰り返してきた。

20世紀後半から、争いを避けるには異文化理解

を含む外国語教育の重要性が認識され、 EU内で

の複言語主義がどの国でも共通の言語政策として

取り入れられた。アジアにおいても、各国が協働

で異文化理解と言語教育を充実させる必要があ

る。そのような観点から、アジアの英語教育(外

国語教育)の拠点としての英語村やアジアの児童

生徒が一緒に学ぶことができるようなサマーキャ

ンプなどが実施できる拠点としての英語村の創設

は有意義でなないだろうか。

児童・生徒が楽しみながら英語を使い、世界の

児童・生徒が英語で交流できるような施設は、英

語コミュニケーション能力を高めるのみならず、

異文化理解・国際理解の観点からも有意義である

と思われる。
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【注】

1沖縄県沖縄商工会議所は、現在、英語村の設置につ

いて検討している。筆者も設置委員の l人として加

わり、 2015年7月16日から 17日の2日間、台湾の
台北市及び桃園市に所在する英語村を視察する機会
を得た。本稿は筆者が独自に執筆したものであり、

設置委員の総意で作成されたものではない。事実誤

認や誤解があれば、全て筆者個人の責任である。

2パトラー後藤裕子『日本の小学校英語を考えるーア
ジアの視点からの検証と提言』三省堂、 2005

3本田勝久ほか『台北市における外国語学習環境ーひ

とつのカリキュラムと様々な授業実践』千葉大学教

育学部紀要、 2015

4台湾では小学校を国民小学校と呼んでいる。本稿で

もこの名称を使用する。

5台湾では前項と同様、中学校を国民中学校と呼んで

いる。本稿でもζの名称を使用する。

6快築小学校パンフレット及び当日の説明に使用され

たパワーポイントの資料をもとにしている。原文は

英語だが筆者が訳した。

7イマージョンの手法とは、英語を教えるのではなく、
英語で教科を教え、結果的に高い英語力の養成を目

指すものである。 1960年代にカナダで始まった方法

だが、現在では世界各国に広がりつつある。しかし、

快築英語村の手法がイマージョンの手法と言えるか

どうかは検討を要する。なぜなら、英語で教科(や

内容)を教えるというよりも、学習した英語を使わ

せる体験という側面が強いからである。

8担当者の説明によると、英語だけを学ぶのではなく、
この6つのEを体験できる施設であるということで
ある。

9訪問時の担当者の説明では、桃園市当局の主導及び

財政的な援助を受けて開村した。地元企業からも財

政援助を受けたということであった。例えば空港や

機内の備品については航空会社の寄付ということで

あった。

10担当者の説明では外国人の獲得には韓国や日本との

競争もあり苦労しているということで、あった。外国

人はすべてESLの資格取得者である。給与は市当局
から支払われている。年々給与がアップしていく仕
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組みになっている。修士か学士かによっても給与に
差がある。快楽英語村での指導以外に、快繁小学校

でも台湾人教師とティームティーチングの形で授業
を担当している。

11悪いことではないが、体験として必要なのは、覚え

たことをただ単に繰り返すことではなく、自由度の

高い状況のなかで実際に自分が話したいことを話し、
聞きたいことを聞くという体験である。授業の観察
が十分できず、実際にはどのような活動が展開され

ているかは確認できなかった。

12一部の教科の内容を英語で教える。その手法の最た

るものがイマージョン教育。

13桃園市圏際英語村文昌村ウエッブページ。原文は中

国語。 htゆ://study.wcjhs.tyc.edu.tw!blog/index.php?op 
=ViewArtic1e&artic1eld=7020&blogId=299 
14訪問当日入手したパンフレット及び説明に使用した

パワーポイントの資料をもとにしている。原文は英

語だが筆者が日本語に訳した。

15テストはオンラインで行えるようになっている。例え

ば、 Resta凶加t(Grade 4-Basic)の場合、Whatwo叫d
you like today?という質問に対して、 1would like a 

hamburger and a sma11 Coke， please.という文を作
ることができるかどうかが関われている。語嚢表の

中から適切な語藁を選んで文を作っていく仕組みに

なっている。 4年生のBasicで、既に語順の問題を

させている。 4年生ではあるが、日本の中学校レベ

ルの学習内容である。

16 Situationa1 Learningと書いているが、 Situationa1
Approachと読み替えてもよいと思う。入手した資料

には場面中心のレッスンプランがある。

171英語教育用語辞典」大修館書底、 277-288

181コマ (45分-50分)を1時間と計算している。

19江原道には農村、漁村などいわゆるへき地小規模校

が散在している。英語教育格差をなくするための英

語の体験ができる「英語パス」を運行している。動

く英語施設を活用して英語技能を伸ばす機会を全て

の児童に提供するのが目的である。英語体験教室や

外国人講師のいない学校へのサポートを行っている。

20沖縄県「沖縄観光に関する統計・調査資料J(沖縄県
HPより)

21沖縄県「沖縄観光に関する統計・調査資料J(沖縄県
HPより)


